
(ウ)点Aから点Pまで線を引くとき，長さが最も
短くなるとき，辺EBと交わる点をQとする。
このとき，２点H，Q間の距離を求めよ。
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1 △EABと△EBCの展開図を書き，EQとQB
の長さを求める。
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２ △EDBの図を利用してHQの長さを求める。
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